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【発言】 

○ 構想案の中核となる基本的な考え方（案）について 

（委員）地域移行後の「新たな地域クラブ活動」が、社会教育の一環であるという部分に

ついては、スポーツや文化活動を充実させていくという点でその通りである。 

 

（委員）「学校の部活動の教育的意義を継承・発展させる」とあるが、完全に学校から切

り離すのではなく、今後も学校と地域とが連携を図り、子どもたちの生きる力を

育むことが重要である。 

 

（委員）特別な配慮が必要な子どもたちもいることから、「新たな地域クラブ活動」でも

同様の配慮がなされ、一人も取り残さない課外活動といったＳＤＧｓの理念な

ども含めて、実現できるように進めていくことが欠かせない。  

 

（委員）「競技志向だけではなく、発達段階やニーズに応じた多様な活動ができる競技や

文化活動を通して」という点では、プログラミングや e スポーツといった新たな

可能性をこの機会に広げることも考えられる。  

 



（委員）競技志向に走らないようにするためには、指導者の研修や講習のプログラムも必

要になってくる。 

 

（委員）中学校と地域が協力して、新たな地域クラブ活動の体制をつくるにあたっては、

新しい仕組みを作るくらいの覚悟が必要である。 

 

（委員）今回の構想の中核となる基本的な考え方（案）については、概ねこれでよいと思

うが、この理念を貫いていくことが大切である。  

特記事項  

 

            主宰者等 署名               


